
評　　価　　項　　目 評価

① 　学校の理念・目的・育成人材像は定められているか
　　（専門分野の特性が明確になっているか） ５

② 　学校における職業教育の特色は何か ５

③ 　社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ５

④ 　学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等に周知されているか ５

⑤ 　各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか ５

①

②

③

　本校における職業教育の特色は、業界団体（理容組合・美容組合）との連携により、第一線で活躍する現職の
理容師・美容師に講師を依頼し、現在の業界で必要とされる理容・美容の知識や技術を体系的に学ばせるカリキュ
ラムを実施している。

　高校新卒者の入学が90％以上ではあるが、社会経済のニーズに対応できるよう社会人入試や留学生入試を整備
しリカレント教育の態勢を整えている。
　また、通信教育を活用し、理容・美容相互のダブルライセンス取得の場として、平日の学校の施設や設備を利用し
た講座を開設した。

三年間のコロナ禍を経て、今日感染の波はあるものの昨年5月の5類感染症への移行を契機に、日常を取り戻してい
るが、この間に私たちの日常は大きく変化した。パンデミックに始まる移動制限やweb環境の授業など、新しい環境とス
トレスにさらされる不安な毎日が続き、本校での学びにも退学者の増加という大きな影を落とす結果となった。一昨年
本校は「浦和校舎」への移転を完了、ハード面での整備充実を図ることができたが、その有効活用による教育内容の
充実を目指すことはもとより、今後はソフト面での課題、少子化の下での学生の確保や学生一人一人に対して、より
そう姿勢やサポート体制の充実により、安心して学べる教育環境の確率が重点目標となる。

３．　評価項目の達成及び取組状況
　　（自己評価 ； ５…適切 ・ ４…ほぼ適切 ・ ３…普通 ・ ２…やや不適切 ・ １…不適切）

　（１）　教育理念・目標

各項目についての詳細及び改善点等

　本校の理念・目的・育成人材像は、学校としての教育目標に定めている。理容・美容それぞれの特性を明確にし、
市場の求める人材となるよう、育成にブラッシュ・アップを図っている。

埼玉県理容美容専門学校　自己評価結果報告書　（2024年度）

１．　学校の教育目標
　　（１）　職業実践専門課程にふさわしい高度な実践教育を目指し、教養豊かな人材の育成に努める。
　　（２）　理容師、美容師の将来像に合致した理論に基づき、基礎的・専門的技術を習得させる。
　　（３）　職業人としての素養を有し、変化する市場のニーズに対応できる人材を育成する。　　　

２．　本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画
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④

⑤

評　　価　　項　　目 評価

① 　目的等に沿った運営方針が策定されているか 5

② 　運営方針に沿った事業計画が策定されているか 5

③ 　運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 4

④ 　人事、給与に関する規程等は整備されているか 5

⑤ 　教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 5

⑥ 　業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 4

⑦ 　教育活動等に関する情報公開が適切になされているか 5

⑧ 　情報システム化等による業務の効率化が図られているか 4

①

②

③

④

⑤

⑥ 　法令や社会的規範等の遵守については、就業規則にも定め、教職員に徹底している。

各項目についての詳細及び改善点等

職業実践専門課程にふさわしい高度な実践教育を実現するため、2022年度に竣工した新校舎の設備を2023年度
は効果的に運用した。また、職業人としての素養を有し、変化する市場のニーズに対応できる人材を育成する目的を
達成するため、「毛髪科学」「サロンワーク」の授業では積極的に現場で働く講師による実践的な演習や実習を取り入
れた。

　各年度の事業計画は、上記の運営方針に従って各部署で立案、それを基に各部署長によるリーダー会議の審議を
経て、理事長の参加する運営会議にて年度計画として策定し、理事会・評議員会の承認を得た上で実施している。
　また、その計画の実施状況についても、各担当部署及び運営会議においてチェックするとともに、理事会・評議員会
に報告し承認を得ている。

従来より、運営組織や意思決定等については、寄附行為やその他の規程等により定められ有効に機能している。

人事、給与に関する規程等は法を順守した形に整備され、就業規則や給与規程等に則り、個別のヒアリングと自己
評価、相互評価によって決定されることを教職員にも周知されている。

　教務や財務等の組織整備や意思決定等についても、③と同様に、寄附行為その他により定められている。

　本校の理念・目的・特色等は、学生に対しては高校でのガイダンス時に高校一年生から継続的に実施している。ま
た、体験入学時には、保護者に対しても入学前から機会を設けて、その都度説明している。
　そして、入学前の1月には、保護者説明会を開催して周知をしている。

　美容科の、埼玉県美容技術協会との連携授業としての《日本文化》を行っている。礼法と日本髪、着物着付の高
い技術を身につけ卒業式では互いに着付やヘアセットを行うなど結果を出すことが出来た。理容科では、高齢化社会
はもとより社会のダイバシティに対応できるよう、理容福祉教育に関して関係各所の協力を得て、特別支援学校のボ
ランティアに参加するなど実践的な授業を実施した結果、豊かな人間性を陶冶することができた。

　（２）　学校運営

2 ページ



⑦

⑧

評　　価　　項　　目 評価

① 　教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ５

② 　教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教育到達レベルや学習時
間の確保は明確にされているか ５

③ 　学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ５

④ 　キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施されてい
るか ５

⑤ 　関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われてい
るか ５

⑥ 　関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位
置づけられているか ５

⑦ 　授業評価の実施・評価体制はあるか ５

⑧ 　職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか ５

⑨ 　成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか ５

⑩ 　資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか ５

⑪ 　人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか ５

⑫ 　関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）を確保するなどマネジメントが
行われているか ５

⑬ 　関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上のた
めの取組が行われているか ５

⑭ 　教職員の能力開発のための研修等が行われているか ５

①

②

③

教育課程編成委員会などの助言を参考に、本校の教育理念や目標等に沿い、なおかつ多角的な視野を以って教
育課程の編成や実施方針等を策定している。

　教育到達レベルや学習時間等を記載したシラバスは、誰しもが見れるようにホームページにアップしている。各期末ご
とに実施している試験をシラバスに明記することで、教育到達レベルを明確に打ち出している。履修未熟者には、放課
後の時間を利用し補習や補講を実施し、それを補完している。レベルの維持向上のため担任制と平行してサポート教
員を配置し、教育目標に全員が達するよう個別対応を充実させている。

　カリキュラムは、本校の教育理念や目標等の達成に向け、学生が効率よく学べるよう体系的に編成されている。

　本校の教育活動等については、HPを用いて教育課程編成委員会の議事録をはじめ、全シラバスを公開するなど
情報開示を徹底している。就職状況や校外活動についても情報公開を徹底している。

　学籍データ等の個人情報管理のセキュリティは常に更新されるよう、SEの助言を受けて業務の効率化を図っている。
学校業務のスリム化と合理的な管理体制の強化を進めている。

　（３）　教育活動

各項目についての詳細及び改善点等
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④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

評　　価　　項　　目 評価

① 　就職率の向上が図られているか 5

② 　資格取得率の向上が図られているか ５

③ 　退学率の低減が図られているか 4

④ 　卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 5

⑤ 　卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか ５

　教員の資質向上の為、業界における先端的な知識や技能等の修得、指導力の育成等の研修に積極的に参加
できるよう取組を進めている。美容科教員がJNECネイル検定を取得した。

　教職員の能力開発等の為の講習や研修等を受けることを奨励し、自主的に受講しようとする教職員には、その費
用を助成している。

　（４）　学修成果

各項目についての詳細及び改善点等

　 教育課程編成委員会を設置し、委員会での審議を通して、授業評価を実施している。
　 また、学生に分かりやすい授業となるよう、毎年度授業内容を検討し、見直しも行っている。

　教育課程編成委員会を設置し、委員会での審議を通して、職業教育に対する外部評価を実施している

　成績評価や進級・卒業の判定については、単位履修規程を設け、客観的な指標としてGPAを算出し、HPに公表
している。

　理容師・美容師資格の取得については体系的なカリキュラムを編成し、国家試験前には、実技及び学科の試験対
策も行い、全員合格へ向けた指導を行っている。
　また、ネイル・化粧品検定等その他の資格についても、通常のカリキュラムの中で対応するとともに、希望者には、必
要に応じて講習会を開く等、幅広い実践力の獲得に向けて資格の取得を奨励している。

　本校の教育理念及び教育目標を理解し、その達成に向けた授業を担いうる資格・経験・知識や技術等を有した
教員や講師を確保している。また、教育力、指導力の向上に資する研修を設けている。

　業界団体（理容組合・美容組合）における講師資格を持ち、優れた経験や技術を有した現役の理容師・美容
師を講師として確保する等、業界との連携によるマネジメントを行っている。

　教育課程編成委員会等には担任や実習担当教員も出席し、業界のニーズを直接ヒアリングしている。現場職員が
ダイレクトに耳にすることで、迅速にニーズ対応をしている。
　選択授業では、学生に履修科目アンケートを実施して、希望を考慮した、職業教育科目を修得することで就職のミ
スマッチを減らすなど工夫を行っている。

　教育課程編成委員会を設置し、委員会での審議（年２回開催）を通して、カリキュラムや教育内容の見直し等
を行っている。また、担当教員と企業間にて打ち合わせし、評価・改善を行っている。

　実践的な職業教育は、理容科では理容ケアとして、美容科では日本文化・サロンワークとして、取得しなければなら
ない科目として、体系づけている
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①

②

③

④

⑤

評　　価　　項　　目 評価

① 　進路・就職に関する支援体制は整備されているか 5

② 　学生相談に関する体制は整備されているか ５

③ 　学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 5

④ 　学生の健康管理を担う組織体制はあるか 5

⑤ 　課外活動に対する支援体制は整備されているか ５

　理容師・美容師資格の取得へ向け、体系的にカリキュラムを編成しているとともに、学修意欲や資格取得へのモチ
ベーションを維持・向上させるよう、クラスは担任制として指導している。なお、、国家試験前には、全員合格へ向けた
試験対策も行っている
　その他、ネイル・化粧品検定等の資格について、積極的に無償で講習会を開く等のサポートを行い、いずれも平均
を大幅に上回る合格実績を出している。

各クラス担任を中心に複数の教員が学生の状況把握に努めるよう改善した。問題が生じた場合には早期の対応が
可能となるような態勢をとっている。特に、退学の予兆ともなる無断欠席等については、本人及び保証人とも即座に
連絡を取り、学習意欲、生活習慣の見直しなど、保証人との密接な連絡や協力を得ながら、退学の防止に取り組
んでいる。今後は、コロナの影響により今まで以上に複雑な環境の学生が増加する恐れがあるので、学生委員会で
は、その対応が多様化できるよう生活指導の改善方法を検討している。

コロナ禍でwebの利用が拡大する中で、公式LINEやInstagramなどSNSを利用した卒業生あるいは企業とコミュニケー
ションが進んだ。結果として、卒業生の近況にアクセスすることが可能となり、また相互に情報交換ができることから、卒
業生の社会的活躍や評価がリアルタイムで入手できるように改善された。また、双方向の情報交換が活発化したこと
は、卒業生から多くのフィードバックを得られるという利点ももたらされている。

　卒業時に本校後援会の案内を行い、入会を促している。後援会に入会した学生たちの卒業後の動向を把握する
ことでキャリア形成への効果を認識している。職員会議などでその効果を共有し、教育活動の改善へ活用している。

　（５）　学生支援

就職に関しては、担当者による学生への個別対応を充実させている。一人ひとりの目標や希望に合わせて、就職先の
案内をし見学を徹底している。また、1年次より授業において社会保障や税金について学ばせており、社会に出た際の
対応法を身につけさせている。これらの改善により、10月までの就職率が向上しかつ「希望の就職先」への就職が達成
できるようになった。
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⑥ 　学生の生活環境への支援は行われているか ５

⑦ 　保護者と適切に連携しているか ５

⑧ 　卒業生への支援体制はあるか ５

⑨ 　社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ５

⑩ 　高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか ５

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

　検定や免許取得に対する課外活動は例年通り実施し、結果を出している。
　2023年度は5/8に新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽが五類感染症へ移行したため、前年に比べより、春日部特別支援学校などでの
活動などボランティア活動の場が増加した。
　また、レクリエーション部を開設するなど、課外活動の支援を整備している。

　高等教育の修学支援新制度の対象校となることで、支援を行っている。また、今年度途中より、学生寮を紹介斡
旋企業と契約をした。学生寮の中には体験入寮を実施しており、体験入学参加者の中には体験入寮をした高校生
もいる。今後も生活支援として継続していきたい。

　入学前から保護者説明会などを通じて、資格取得や就職などへの理解を深める努力をして信頼関係を築いてい
る。また、インターネットを利用した「マチコミ」アプリ・公式ラインを利用して学校と保証人が２４時間体制で相互に連
絡がとれるようにした。電話や文書による連絡に比べて周知が迅速かつ徹底できた。

　卒業生へのキャリアコンサルティングを充実させ、進路変更や再就職等多岐に亘る相談にも対応している。

各項目についての詳細及び改善点等

　就職プログラムや自校開催の就職フェアと連動して、社会科学、サロンワークにおいても学生自身の職業観を深め、
自主的な就職活動に繋がっている。２年次にはさらに個別指導への参加等の活動が効果を上げている。
　日々の学生指導でも、社会常識やマナーなど、基本的な職業観を身につける等の工夫を行い、全体として、進路・
就職に関する支援を充実させている。また、求人情報をデータ化し、学生たちがいつでも検索できるよう開示している。

　クラス担任と校内カウンセラーによる様々な角度からのサポートを強化し、一方通行にならない学生支援を行ってい
る。
　コーチングとコンサルティングに加えて、カウンセリングの要素を持った学生指導に努めている。

　学費については、日本学生支援機構の奨学金や国の教育ローンの他一般社団法人 埼玉県美容技術協会の奨
学基金制度及び本校と金融機関との提携ローンを活用する等、学生への経済的な支援体制を設けている。また、
様々な事情がある学生に対し、担当者が個別にその状況に応じた対応を行っている。今年度も新型コロナウィルス感
染拡大の影響が大きく保護者の家計急変や学生のアルバイト収入の減少等もあり、学校独自や関係各所からの学
習支援を適宜実施した。
　また、教育訓練給付金及び文部科学省の「高等教育の修学支援制度」の対象校となり、総務課に担当職員を
置き、申請書作成のサポートなどきめ細かな支援体制を継続している。
　今年度より、学費に関する減免規程となる特待制度も施行している。

　毎年４月に健康診断を実施し、学生の健康状態を管理している。学内の衛生環境の充実をはかり、職場環境及
び学習環境について必要な感染症対策を確実に実施した。日常の学校生活において体調不良の学生がいた場合は
保健室にて対応しているが、万一実習中にケガをした場合には、直ちに応急処置をとるとともに、病院への連絡態勢
も整えている。
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⑨

⑩

評　　価　　項　　目 評価

① 　施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 5

② 　学内外の実習施設、インターンシップ、研修等について十分な教育体制を整備しているか ５

③ 　防災に対する体制は整備されているか 4

①

②

③

評　　価　　項　　目 評価

① 　学生募集活動は、適正に行われているか ５

② 　学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ５

③ 　学納金は妥当なものとなっているか 5

①

②

　（７）　学生の受入れ募集

各項目についての詳細及び改善点等

　県内及び県外の高等学校を訪問し募集の活動を行っている。オープンキャンパスは、年間９回実施。高校訪問を
年２回行い、教職員が一丸となって募集活動を効果的に行っている。
　学校の情報開示はホームページなどで実施し、学校案内や募集要項の記載内容、学生募集時期等は、関係諸
機関との申し合わせ事項等に基づき、適正なものとなっている。
　募集活動においては、特に個人情報の安全かつ適正な取扱いに注意し、お互いの信頼関係に基づいた活動を
行っている。

　本校における教育成果については、学校案内やホームページ等にて適正に公表し、高等学校訪問、学校見学、オー
プンキャンパスにより伝えている。。 また、中学生やその保護者、高校生やその保護者を対象とした説明会等において
も、募集活動上必要な情報として、教育成果は正確に伝えている。

　（６）　教育環境

各項目についての詳細及び改善点等

　2022年4月浦和区常盤に最新の機器設備を有した校舎を建設し、最新設備で授業ができる教育環境の充実を
図った。

　サロンワーク及び社会科学の授業において基本マナーに加えて、外部講師によるメンタルヘルスや職業観の学習充
実をはかった。１年次春期及び２年次夏期に計画していた理容・美容サロンでの研修は短縮し1年次夏季に実施し
た。
　また、卒業生の講話を通じて職業観育成授業を行った。

　毎年防災訓練を実施し、災害時の対応や避難経路の確認等を行っている。
　また、学生・教職員を含め、災害時の帰宅困難者等の発生も予測し、計画的に備蓄品を整備している。

　卒業生への支援に関しては、他企業と連携し再就職へのアドバイス、勤務状況を定期的に確認しておりその結果
を踏まえ、在校生の就職教育に活かし卒業後離職の低減を図っている。

　例年、県内の高校に説明会や模擬授業、面接指導、マナー講座等を行う他、学校施設の見学やＰＴＡ見学会
等も行っている。
　また、近隣の中学校や高等学校のインターンシップ事業も行い、キャリア教育や職業教育にも取り組んでいる。
　そして、今年度より、県内公立高校の探求学習の授業にも携わっている。
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③

評　　価　　項　　目 評価

① 　中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 5

② 　予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 5

③ 　財務について会計監査が適正に行われているか 5

④ 　財務情報公開の体制整備はできているか 5

①

②

③

④

評　　価　　項　　目 評価

① 　法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 5

② 　個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 4

③ 　自己評価の実施と問題点の改善を行っているか 4

④ 　自己評価結果を公開しているか 5

①

②

　埼玉県情報公開条例の規定に基づき、財務情報をホームページ上に公開している。

　（９）　法令等の遵守

各項目についての詳細及び改善点等

　寄付行為の見直しと現行の関係法令や専修学校設置基準、及び理容師養成施設指定規則・美容師養成施
設指定規則等との整合性を図り、適正な運営を行っている。

　個人情報の取扱については十分な注意をはらうとともに、外部からの不正侵入を防止する為に、ネットワークセキュ
リティを強化している。
　また、教職員が使用する各ＰＣについてもセキュリティ対策を講じ、別人が不正にデータにアクセスすることや、データ
を持ち出すことを防止し、個人情報の保護を図っている。

　（８）　財務

各項目についての詳細及び改善点等

　2023年度は定員を充足した。2022年4月に浦和校舎移転を完了し、併せて当初の計画通り必要な学費の見直
しを進め、妥当な変更を実施した。また、中長期にわたる安定した財務基盤づくりのため、業務の効率化をさらに進め
て教職員の資質向上と人員の適正化を実施する。収支バランスの適正化を将来的にも維持する。

　学校としての運営方針を基に予算・収支計画を策定し、必要に応じて補正予算も組んでいる。予算執行にあたっ
ては、評議員会・理事会の承認を得て適正に行っている。また、その執行状況についても、月次毎に会計事務所の監
査を受けており、有効かつ妥当なものとなっている。

　会計監査は年１回、会計事務所立ち会いの下、監事２名により適正に行われている。

　学生納付金の金額は、通常徴収する学費等の全額を公表している。　また、金額についても、本校の教育内容に
鑑みて妥当なものと考える。
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③

④

　（１０）　社会貢献・地域貢献
評　　価　　項　　目 評価

① 　学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ５

② 　学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ５

③ 　地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか ５

①

②

③

  　　  埼玉県理容美容専門学校　　　　　
自己点検評価委員会　　　　　　

　県民生活部 青少年課主催の「リアル体験教室」及び地域の中学校との連携授業を受諾している

４．　学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果

少子化の進行するなかでも、専門学校の特性や本校の充実した教育環境をアピールして優秀な学生の確保に務める
こと。「浦和校舎」移転完了による施設の充実と、その有効活用を図るほか、SNSの功罪をふまえつつ情報インフラの
活用を推進すること。入学した一人一人の学生が安心して学べる教育環境を整え、全員が職業人として自立が出来
るようサポート体制の充実を目指したい。

                                                                                                  2024年6月5 日　　　　　　　

　自己評価は毎年実施し、問題点については、関係部署にて協議を行いその改善を図っている。学校関係者評価
委員会においては、自己評価に対する検証を行い更なる問題点のについては改善を図っている。

　自己評価の結果は、その都度ホームページ上に公開している。
　また、学校関係者評価委員会の評価結果についても、同様にホームページ上に公開している。

各項目についての詳細及び改善点等

　「感謝祭」などでは、地域社会への学校施設を利用したボランティア活動、地域のイベントへの作品展示や、少人
数でのメイクボランティア、高等学校での社会人メイク講座、特別支援学校でのボランティアなどを任意で実施した。

　イベントに参加する学生の不安を解消し、事前講習会などを実施している
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